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第４節　理　　科

第１　本指導実践事例集の活用について
１　作成の基本的な考え方

　中学校学習指導要領の理科の目標は、「自然の事物・現象に進んでかかわり、目的意識をもって観察、実験などを行い、

科学的に探究する能力の基礎と態度を育てるとともに自然の事物・現象についての理解を深め、科学的な見方や考え方を養

う」ことである。さらに今回の改訂では、「科学に関する基本的概念の一層の定着を図り、科学的な見方や考え方、総合的

なものの見方を育成すること」、「科学的な思考力、表現力の育成を図ること」、「科学を学ぶ意義や有用性を実感させ、科学

への関心を高めること」、「科学的な体験、自然体験の充実を図ること」が基本的な考え方として示された。本資料は、これ

らのことを踏まえ、各学校における理科の指導計画及び学習指導と評価の一体化の充実に資するため、具体的な指導実践事

例をあげ作成したものである。

２　取り上げた内容

⑴　科学的な思考力、表現力の育成を図る学習　【第１学年】　～圧力（浮力）～

　身近な物理現象「イ　力と圧力」の単元「(イ)圧力」の中の「浮力」の学習に関して、科学的な思考力・表現力の育成

を図る観点から、生徒が目的意識をもって観察・実験を主体的に行うとともに、観察・実験の結果を考察し表現するなど

の言語活動を充実させながら、科学的探究の能力の育成を図る学習活動の例を示した。

⑵　内容の系統性を重視し、小学校との接続に配慮した学習　【第２学年】　～電気とそのエネルギー～

　電流とその利用「ア　電流」の単元「（ウ)電気とそのエネルギー」の学習に関して、小学校の学習内容を踏まえて、よ

り定量的な実験及び考察を積み重ねていくことを意識し、中学校での学習の導入の部分に小学校の内容を盛り込むことで、

小学校との接続に考慮した学習活動の例を示した。

⑶　科学を学ぶ意義や有用性を実感させ、科学への関心を高める学習　【第３学年】　～エネルギー資源（放射線の性質）～

　科学技術と人間「ア　エネルギー」の単元「（イ)エネルギー資源」の学習に関して、実社会・実生活との関連を重視して、

放射線についての正しい知識を身に付けさせ、科学的にものごとをみる力、科学的に考える力を育てる学習活動の例を示

した。

⑷　日常生活や社会との関連を重視した学習　【第３学年】　～仕事とエネルギー～

　運動とエネルギー「イ　力学的エネルギー」の単元「（ア)仕事とエネルギー」の学習に関して、滑車の実験を通して道

具を利用したときの力や仕事の大きさについて、単に理解させるだけではなく、日常の体験や社会で利用されている道具

を多数提示し、滑車、てこ、斜面などがどのように役立っているかを実感させる学習活動の例を示した。

⑸　科学的な体験、自然体験の充実を図る学習　【第１学年】　～種子をつくらない植物の仲間～

　植物の生活と種類「ウ　植物の仲間」の単元「(イ)種子をつくらない植物の仲間」の学習に関して、野外観察を中心に行い、

生徒に学習の動機付けを図るとともに、いろいろな植物の生活や体のつくり、仲間分けなど、学んだことを身近な植物で

主体的に確かめる習慣を身に付けることで、日常生活の中に探究的な発想を増やし、科学的な態度の育成につながる学習

活動の例を示した。

⑹　生命を尊重し、自然環境の保全に寄与する学習　【第３学年】　～遺伝の規則性と遺伝子～

　生命の連続性「イ　遺伝の規則性と遺伝子」の単元の学習に関して、自然や科学技術と人間とのかかわりについて科学

的な根拠に基づき考察し、自然環境の保全の重要性を認識させることはもとより、実際に寄与する態度を育てることを目

指して、ＤＮＡ抽出実験を行い、遺伝子の仕組みや働きについて調べ、生命を尊重する態度がより確かなものとなる学習

活動の例を示した。

３　活用に当たっての配慮事項

　本資料は、埼玉県中学校教育課程編成要領、同指導資料及び同評価資料と相補するものであり、ともに活用し、学習指導

の充実、日々の授業改善を図ることが大切である。学習指導要領の全面実施を受け、理科としての今日的課題に資するよう

配慮したが、実践に当たっては各校の実態を踏まえ、創意工夫を加えた上で利用いただきたい。
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第２　実践事例

 事例１　　科学的な思考力、表現力の育成を図る学習

　今回の学習指導要領の改訂により、「自然の事物・現象に進んでかかわり、その中に問題を見いだし、目的意識をもって観察、

実験を主体的に行い、課題を解決するなど、科学的に探究する学習活動を一層重視して改善を図る」とされている。また、「観

察、実験の結果を分析して解釈する能力や、導き出した自らの考えを表現する能力の育成に重点を置く。このことは、言語

力の育成という教科横断の改善の視点とも関係している」とされている。

　ここでは、５つの容器を水に浮かべておもりを入れていき、最後まで浮いていられるものを調べる実験を行う。目的意識

をもって実験を行い、結果を分析することで浮力についての考えを導き出す。さらに、結果を自分なりに表現し、発表をす

ることで言語力の育成を図っていく実践である。

１　単元名　身近な物理現象　「イ　力と圧力（イ）圧力」　【第１学年】

２　単元について

　小学校では、第４学年の「空気と水の性質」において、閉じ込められた空

気を圧すと体積は小さくなり、体積が小さくなるに従い圧し返す力は大きく

なることについて学習している。本単元では、圧力に関する実験を行い、単

位面積当たりに働く力の大きさとして圧力の概念を形成させ、水圧や大気圧

を水や空気の重さと関連付けてとらえさせることがねらいである。物体同士

が接触して力を及ぼし合う場合には、力の大きさや向きだけでなく、接触し

ている面積も考慮しなければならないことに気付かせ、圧力は単位面積当た

りに働く力の大きさであることを理解させる。浮力については、様々な容器

を水に浮かべて、おもりを少しずつ増やしていき、沈んだ時のおもりの数と

容器の体積から、浮力についての考えを導き出す。

３　単元の目標

　身近な事物・現象についての観察、実験を通して、光や音の規則性、力の

性質について理解させるとともに、これらの事物・現象を日常生活や社会と

関連付けて科学的にみる見方や考え方を養う。

４　指導計画（21時間）

　第一次　光の性質（４時間）

　第二次　音の性質（６時間）

　第三次　力の働き（11時間）

　　第１時　物体に働く力　　　　　　　　　　　　　　　　第７時　重力と質量

　　第２時　力による現象　　　　　　　　　　　　　　　　第８時　面をおす力の働き

　　第３時　力の大きさ　　　　　　　　　　　　　　　　　第９時　大気圧

　　第４時　力を図に表す　　　　　　　　　　　　　　　　第10時　水圧と大気圧

　　第５時　力の大きさとばねののび　　　　　　　　　　　第11時　浮力（本時）

　　第６時　グラフの表し方

５　本時の学習指導

⑴　本時の目標

＜関心・意欲・態度＞　興味・関心をもち、班で協力して実験に取り組もうとする。

＜科学的な思考・表現＞　実験結果から、浮力の存在についての考えを、自らの言葉で説明することができる。
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⑵　本時の展開
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６　実践の工夫と考察

⑴　生徒の反応から

　圧力については、直前の授業で学習しているので、容器の底面積が広い方が浮かぶことができると考える生徒が多いよ

うである。また、単純に重いものが沈みやすいと考える生徒もいる。実験を行うことで、物体の体積と浮力が大きくかか

わることを発見することができていた。

⑵　題材の発展性について

　言語活動の充実を図るために、考察後の発表会を充実させることが考えられる。グループ間での交流活動を行う際には、

できる限り多くのグループと交流できるように、交流の組み合わせを５分ごとに変え、どの生徒にも発表者としての役割

が回るようにするなどの工夫が必要である。お互いに情報を交換していくなかで、徐々に考えを深め知識を定着すること

ができる。

⑶　資料について

　◇ワークシート例

※本資料で扱う体積は、容器そのものと容器内の空間を含めた部分を示している。
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 事例２　　内容の系統性を重視し、小学校との接続に配慮した学習

　今回の学習指導要領の改訂では、力や運動、エネルギー、電流などの物理的な事物・現象に関して内容の系統性を図るこ

とで、科学的に探究する能力を育成し、科学的な知識や基本的な概念が定着することをねらいとしている。電流の単元にお

いても、下図のとおり、小学校第３学年から第６学年までの学習内容の上に、より定量的な実験および考察を積み重ねてい

く展開となっている。このため、実験器具の取り扱い方の復習や診断的評価を兼ねた導入を随時行うなど、小学校との接続

に配慮することにより、生徒がもつ本単元に対する苦手意識の払拭を目指す。

１　単元名　電流とその利用　「ア　電流（ウ）電気とそのエネルギー」　【第２学年】

２　単元について

　この単元は、小学校第３学年で「磁石の性質」、「電気の

通り道」、第４学年で「電気の働き」、第５学年で「電流の

働き」、第６学年で「電気の利用」など、電流の働きや磁

石の性質について初歩的な学習をしている。中学校では、

電流と電圧、電流の働き、静電気に関する観察、実験を行

い、電流や電圧、磁界や静電気などについての基本的な性

質を理解させるとともに、日常生活や社会と関連付けなが

ら電流と磁界についての科学的な見方や考え方を養うこと

が主なねらいである。その際、レポートの作成や発表を適

宜行わせ、思考力、表現力などを育成する。

３　単元の目標

　電流回路についての観察、実験を通して、電流と電圧との関係及び電流の働きについて理解させるとともに、日常生活や

社会と関連付けて電流と磁界についての初歩的な見方や考え方を養う。

４　指導計画（31時間）

第一次　電流の性質　　（13時間）　〔 〕の中は、小学校での学習においても登場する主な実験器具

　

　第二次　電流による磁界（14時間）

　第三次　静電気と電流　（４時間）

５　本時の学習指導

⑴　本時の目標

　　発熱する電熱線で水を温め、電流や電圧と水温の上昇の関係を見いだす実験を行う。

　＜関心・意欲・態度＞　電流や電圧の値と水温の関係を常に意識しながら実験しようとする。

　＜観察・実験の技能＞　回路を正しく組み立て、電圧や時間など条件をそろえて実験を行うことができる。

第１時　回路をつくってみよう

第２時　回路図をかいてみよう

第３時　直列回路を流れる電流をはかってみよう〔電流計〕

第４時　並列回路を流れる電流をはかってみよう

第５時　直列回路の各部の電圧をはかってみよう〔電圧計〕

第６時　並列回路の各部の電圧をはかってみよう

第７時　抵抗にかけた電圧と流れる電流の関係を調べよう

第８時　電圧と電流の関係をまとめよう

第９時　直列や並列に抵抗をつないだ時の抵抗を調べよう

第10時　抵抗の発熱で水を温めてみよう〔電熱線〕…本時

第11時　水温の上昇と電力の関係をまとめよう

第12時　電力と電力量について考えよう

第13時　電気エネルギーが他のエネルギーに移り変わる様子や、

電気エネルギーを節約する方法について考えよう
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⑵　本時の展開

６　実践の工夫と考察

　○この実験では、回路の作成でつまずく生徒が多い。そこで、まず電源装置－電流計－電熱線－電源装置という直列回路

　を作成しておき、その後で電熱線の両端に電圧計を接続することを確認しておくとよい。

　○温度記録係、時間係、かき混ぜ係などの役割を分担させて、責任をもたせることでチームワークを高めることができる。
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７　小学校との接続に配慮した導入部の例

⑴　発光ダイオードと豆電球の違い（小６との接続）

　小学校では第６学年で、消費電力の違いから発光ダイオードが優れていることを学習するが、中学校では直流と交流を

見分ける際に発光ダイオードが登場する。

⑵　電流計の使い方、読み方（小５との接続）

　電流計の使い方は、小学校、中学校共通で、mAとAの単位の換算もあり、習得に時間を要する内容である。ここでは、

50mL、500mLのビーカー、５Lの水が入る水槽を用意し、200mLと300mLの色水の体積を比べるにはどの容器が適して

いるか発問する形をとっている。小学校においても同様の説明を行っておくことで、定着がより図られる。

⑶　モーターの原理（小５との接続）

　小学校では発展的な学習としてモーターの作成を行うこともできるが、中学校でも

電流が磁界の中で受ける力についての学習において効果的である。

⑷　理科の学習における小中の連携について

　ノートのとり方、観察・実験のまとめ方についての系統的な指導や、教材・教具についての情報の共有などについて、

夏季休業中などを利用して小中合同研修会を行うことが有効である。中学校に入学してきた生徒について、小学生のとき

に、どのような自然事象に関心を示してきたか、グループでの協調性やリーダー性はどうかなどの情報交換も行え、中学

校における今後の学習指導に生かせることも多い。また、小学校の段階でここまでは身に付けておいてほしい基礎的・基

本的な内容について確認することもでき、中学校区内の小学校が足並みをそろえられる点でも有効である。
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 事例３　　科学を学ぶ意義や有用性を実感させ、科学への関心を高める学習

　国内外の様々な調査から、生徒が科学を学ぶ意義や有用性を実感していないことなどが課題としてあげられている。日常

生活と理科の学習とが結び付いたとき、生徒は学ぶ意義や有用性を感じる。日常生活の中でも特にエネルギーと環境との関

連を生かした理科の授業は、生徒にとって学ぶ意義や有用性を実感しやすいものであると考える。ここでは、エネルギーに

関する学習の中の「放射線の性質」について実践事例を示す。

１　単元名　科学技術と人間　「ア　エネルギー（イ）エネルギー資源」　【第３学年】

２　単元について

　本単元は、エネルギーについての理解を深め、エネルギー資源を有効に

利用することが重要であることを認識させるとともに、科学技術の発展

の過程や科学技術が人間生活に貢献してきたことについての認識を深め、

自然環境の保全と科学技術の利用の在り方について多面的、総合的にとら

え、科学的に考察し、適切に判断する態度を養うことが主なねらいである。

　また、エネルギー資源の学習としては、原子力発電ではウランなどの

核燃料からエネルギーを取り出していること、核燃料は放射線を出して

いることや放射線は自然界にも存在すること、放射線は透過性などをも

ち、医療や製造業などで利用されていることなどにも触れる必要がある。

　ここでは、放射線や原子力発電の有効性を取り上げることが目的では

なく、放射線についての正しい知識を身に付けさせ、科学的にものごと

をみる力、科学的に考える力を育てることが重要であると考える。

３　単元の目標

　エネルギー資源の利用や科学技術の発展と人間生活とのかかわりについて認識を深め、自然環境の保全と科学技術の利用

の在り方について科学的に考察し判断する態度を養う。

４　指導計画（６時間）

　第一次　様々なエネルギーとその変換（３時間）

　第二次　エネルギー資源（３時間）

　　第１時　エネルギー資源、発電の仕組み　　第２時　放射線の性質（本時）　　第３時　エネルギー利用の課題

５　本時の学習指導

⑴　本時の目標

　　＜関心・意欲・態度＞　霧箱で観察できる放射線の飛跡に関心をもち、進んで調べようとする。

　　＜ 知 識 ・ 理 解 ＞　放射線を正しく理解し、知識を身に付けることができる。

⑵　本時の展開
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６　実践の工夫と考察
⑴　生徒の反応から

　放射線について漠然とは知っているが、よく分からないという生徒がほとんどである。実際に飛跡を見て放射線に非常

に興味をもった様子であった。

⑵　題材の発展性について

　公益財団法人日本科学技術振興財団より、簡易放射線測定器「はかるくん」を借りると、実際に放射線を測定すること

ができるので、より観察に目的意識をもたせることができる。また、距離による放射線量の違いや放射線の遮蔽実験を行

うことができる特性実験セットの借用も可能である。

　放射線が医学分野、工業分野、農業分野などにどのように利用されているか、放射線の課題等について調べ学習を行い、

レポート作成や発表会を行うとさらに学習を深めることができる。
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(3) 資料について

ア　霧箱の作り方、放射線の飛跡が見える仕組み及び実験のポイント

＜用意するもの＞

　透明な容器、黒い紙、エタノール、スポイト、白色ＬＥＤライト、発泡スチロールカップ、ドライアイス、

吸水テープ（結露の流れ落ちを吸水するテープ）、または、すき間用テープ（ドアなどのすき間をうめるためのスポンジテープ）

＜作り方＞

　容器の底の形に切った黒い紙を入れ、内側に吸水テープ

を貼り付ける。この際、白色ＬＥＤライトで照らす部分を

空けておく。

＜飛跡が見える仕組み＞

　霧は空気中の水蒸気が寄り集まって小さな水滴になった

ものである。この時、空気中のちりなどが核となる。空気

中の水蒸気が急に冷やされ、限界（飽和水蒸気圧）以上に

水蒸気を含んでいる不安定な状態（過飽和）であると霧は

できやすくなる。

　霧箱の中では、過飽和な状態をつくりやすくするために、

水蒸気のかわりにエタノールの蒸気を利用する。室温とド

ライアイスとの温度差から、容器の中に過飽和状態をつく

る。

　容器の中の放射線源から出るα（アルファ）線の飛んだ

道に沿って放射線の電離作用によりイオンができ、それが

中心となってエタノールの蒸気が凝結して水滴ができ、そ

れが筋となって見える。

＜実験のポイント＞

　上記の仕組みのとおり、容器内に過飽和状態をつくることが重要である。粉々にしたドライアイスを用いることによっ

て、容器の下部を効率よく冷やすことができる。また、しばらくすると容器全体が冷えてきてしまうので、ふたを手で

温めるとよい。

　エタノールの量も重要である。少ないと過飽和状態をつくることができず、多いと線源がぬれすぎてしまって放射線

が出てこない。適切なエタノールの量について、しっかりと予備実験を行っておく必要がある。

　また、霧箱の中は宇宙からくる放射線などによって、目に見えないイオンが常に発生している。この「雑イオン」が

放射線の飛跡を見えにくくしてしまう。そこで、静電気を帯びたものをふたの上で動かし、霧箱中の雑イオンを取り除

くとよい。

イ　参考になるホームページ等

　・放射線等に関する副読本（文部科学省）http://www.mext.go.jp/b_menu/shuppan/sonota/attach/1313004.htm

　　　平成23年11月に文部科学省より発行された副読本。

　・はかるくんWeb（文部科学省）http://hakarukun.go.jp/

　　　簡易放射線測定器「はかるくん」の貸出について紹介されている。

　・らでぃ（放射線教育推進委員会）http://www.radi-edu.jp/

　　　教材や実験、実践例、コラムなどが紹介されている。

　・放射線Ｑ＆Ａ（独立行政法人放射線医学総合研究所）http://www.nirs.go.jp/rd/faq/radiology.shtml

　　　放射線の基礎知識、用語、放射線の利用について説明している。

　・身近な放射線（財団法人電力中央研究所）http://criepi.denken.or.jp/jp/ldrc/knowledge/index.html

　　　身近な放射線について、Ｑ＆Ａ方式で紹介されている。

　・放射線の知識（財団法人環境科学技術研究所）http://www.ies.or.jp/japanese/mini/mini_00.html

　　　放射線や関連する科学について様々な知識が紹介されている。

霧　箱

霧箱の中で放射線の電離作用によりイオンができる模式図

上から



理　

科

－ 65 －

 事例４　　日常生活や社会との関連を重視した学習
　これからの理科の学習では、科学技術が日常生活や社会を豊かにしていることや安全性の向上に役立っていること、理科

で学習する事が様々な職業と関係していることを知り、科学を学ぶ意義や有用性を実感させることが重要である。ここでは、

第３学年の「運動とエネルギー」における「仕事」の学習で、滑車の実験を通して道具を利用したときの力や仕事の大きさ

についての実践事例を取り上げる。単に知識として理解させるだけではなく、日常の体験や社会で利用されている滑車を利

用した道具を多数提示し、滑車、てこ、斜面などがどのように役立っているかを実感させることをねらいとしている。

１　単元名　運動とエネルギー「イ　力学的エネルギー（ア）仕事とエネルギー」　【第３学年】

２　単元について
　本単元では、力のつり合いや力の合成と分解について実験を行い、その結果を分析して解釈

させる中で力の基本的な性質を理解させる。また、物体の運動について観察、実験を行い、力

と物体の運動とを関連付けてとらえさせ、運動の規則性に気付かせるとともに、力学的エネル

ギーに関する実験を行い、仕事の概念を導入してエネルギーの移り変わりと保存について理解

させ、日常生活や社会と関連付けながら運動とエネルギーの見方や考え方を養うことがねらい

である。

３　単元の目標
　物体の運動やエネルギーに関する観察、実験を通して、物体の運動の規則性やエネルギーの

基礎について理解させるとともに、日常生活や社会と関連付けてエネルギーの初歩的な見方や

考え方を養う。

４　指導計画（25時間）
第一次　運動の表し方（３時間）　　　　　　　　　　　　 　　　第二次　力と運動（11時間）

第三次　エネルギー　　（11時間）

　　　　第１時　　仕事とは何か 　　　　　　　　　　　　第７時　　エネルギーの種類１

　　　　第２時　　動滑車、斜面を利用した時の仕事（本時１） 第８時　　エネルギーの種類２

　　　　第３時　　仕事の原理（本時２） 　　　　　　　　　　　　第９時　　エネルギーの大きさ

　　　　第４時　　仕事率 　　　　　　　　　　　　　　　　第10時　　熱の伝わり方

　　　　第５時　　エネルギーとは何か　 　　　　　　　　第11時　　エネルギーの移り変わり

　　　　第６時　　位置エネルギー

５　本時の学習指導（２時間続き）
⑴　本時の目標

　物体を直接持ち上げるときの仕事と、定滑車、動滑車、斜面を使ったときの仕事を比較し、滑車を使っても仕事の大き

さは変わらないことを理解する。

＜関心・意欲・態度＞　滑車、斜面などが日常生活で利用されていることに関心をもち、身近な事象と結び付けようとする。

＜科学的な思考・表現＞　実験結果から定滑車や動滑車を使っても仕事の大きさは変わらないことを見いだすことができる。

＜観察・実験の技能＞　実験道具を正しく設置し、ばねはかりの目盛りを正しく読み取り記録することができる。

⑵　本時の展開
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６　実践の工夫と考察
⑴　生徒の反応から
　生徒の実験報告書には、考察の他に「滑車や斜面を使えば、小さい力でも同じ仕事ができることがわかった。」「昔の人は、
木で滑車を作り、重い物を持ち上げていたことに関心をもった。」「動滑車を２個３個と使うと、必要な力が1/4、1/6と
小さくなることがわかった。」など、日常生活の中で仕事の原理が役立っていることが理解できたと分かる感想が多くあっ
た。
⑵　題材の発展性について
　仕事の原理が日常の体験や社会で利用されている例として、他に自転車のギア、自動車修理用のジャッキ、ねじ、輪軸
などに話題を広げ、発展させることが考えられる。それらの道具を用意し、生徒に体験させることも効果的と思われる。
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 事例５　　科学的な体験、自然体験の充実を図る学習

　生徒の自然体験などの不足が課題になっており、今回の改訂に当たっての基本的な考え方の中では、観察、実験の充実に

加え、原理や法則の理解を深めるためのものづくり、継続的な観察や季節を変えての定点観測など、科学的な体験や自然体

験の充実を図ること等があげられている。ここでは第２分野の植物の生活と種類「植物の仲間」の学習のうち、種子をつく

らない植物の仲間を調べる学習を、野外観察を中心に展開した実践事例を示す。

　野外での学習は、単に学習の動機付けだけでなく、以後の学習の準備や総合的な学習の時間との関連となる。また、いろ

いろな植物の生活や体の仕組みや仲間分けなど、学んだことを身近な植物で主体的に確かめる習慣を付けることで、日常生

活の中に探究的な発想を増やし、科学的な態度の育成につながる。

１　単元名　植物の生活と種類　「ウ　植物の仲間（イ）種子をつくらない植物の仲間」　【第１学年】

２　単元について

　この単元は、小学校第３学年で「昆虫と植物」、「身近な自然の観察」、

第４学年で「季節と生物」、第５学年で「植物の発芽、成長、結実」、第６

学年で「植物の養分と水の通り道」について学習している。

　ここでは、はじめに、身近な生物について植物を中心に観察し、いろい

ろな生物が環境とかかわりをもちながら、様々な場所に生活していること

に気付かせ、生物とそれを調べることに対する興味・関心を喚起する。そ

の上で、植物の体のつくりと働き、種類などについて、身近な植物の観察、

実験を通して理解させることが主なねらいである。

　シダ植物やコケ植物は、身近によく見られる植物であり、種子をつくら

ず胞子をつくる。これらの植物の特徴を調べ、その特徴に基づき分類する

中で、広く植物全般の仲間分けに興味をもち、さらに観察を行ったり、コ

ンピュータを用いて、未知の植物について調べたりすることができるよう

にする。

３　単元の目標

　身近な植物などについての観察、実験を通して、生物の調べ方の基礎を身に付けさせるとともに、植物の体のつくりと働

きを理解させ、植物の生活と種類についての認識を深める。

４　指導計画（30時間）

　第一次　生物の観察（４時間）

　第二次　植物の体のつくりと働き（17時間）

　第三次　植物の仲間（５時間）

　　第１時　単子葉類と双子葉類　　　　　　　　　　　　　第４時　シダ植物の体のつくりの観察

　　第２時　離弁花類と合弁花類　　　　　　　　　　　　　第５時　植物の仲間分け

　　第３時　シダ植物とコケ植物の野外観察（本時）

　第四次　まとめ・発展学習（４時間）

５　本時の学習指導

⑴　本時の目標

　　シダ植物・コケ植物の野外観察を行い、特徴を見いだし種子植物との違いを調べようとする。

　＜関心・意欲・態度＞　シダ植物やコケ植物の野外観察と採集を行い、積極的に調べようとする。

　＜観察・実験の技能＞　シダ植物の体のつくりを観察し、その特徴をまとめることができる。

　＜知　識 ・ 理　解＞　シダ植物やコケ植物の体のつくりについて説明できる。



－ 68 －

⑵　準備　　移植ごてや根ほり、ルーペ、水をくんだバケツ、ワークシート

⑶　本時の展開
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⑷　留意事項

　・野外での学習では生徒が開放的になり、思わぬ事故になる場合もあるので、事前に活動範囲や時間、ルール等を確認し

指導しておく。また、ハチ、毛虫等、有害な生物にも十分注意する必要がある。

　・授業前に必ず事前調査を行う。シダやコケの生えている状況や数、また、クラス数などをよく考慮し、根から採集して

も差し支えない場合は、根から掘り採るようにするとよい。

６　実践の工夫と考察

⑴　生徒の反応から

　・シダ植物やコケ植物は身の回りでよく見ることができる植物である。しかし、日頃は意識していないため、見たことが

ないと感じる生徒が多い。小学校でも学習していないのでなおさらである。また、多く

の生徒は、シダ植物やコケ植物が胞子で殖えることをこの単元の学習を通して知る。

　・シダ植物の体のつくりについては、多くの生徒が、葉の一部（小羽片）を１枚の葉、葉

の葉柄を茎だと考えている。観察を通してこの考えを正すことにより、ここでの学習   

を深めることができる。ノキシノブやヒトツバなどを示すと、より分かりやすく説明す

ることができる。

⑵　題材の発展性について

　・本時で野外観察を行い、次時は理科室で維管束の観察、胞子のうと胞子の観察を行う。シダを赤インキで色を付けた水

につけておき、茎や葉柄をカミソリで薄く切り観察すると、道管が赤く染まり維管束が発達していることが分かる。ま

た、胞子のうが付いた葉を冷蔵庫に入れておき、観察前に出すと胞子のうがはじける様子がよく観察できる。

　・コケ植物の胞子の観察については学習時期により観察できない時期もあるので、その場合は写真や教科書、資料集な  

どを使うとよい。ゼニゴケの場合は春と秋に胞子のうを付ける。

　・野外観察を植物の世界のまとめとして行うことも考え

られる。種子植物、シダ植物、コケ植物をそれぞれ特

徴に基づいて、仲間ごとに採集し整理させる。または、

校内の植物リストをつくる等の学習もできる。

　・授業の後、シダ植物やコケ植物を継続して観察すると

学習を深めることができる。胞子のうができる時期や

冬季に枯れるかなどを確認することで、いろいろなこ

とが分かる。

⑶　資料について

　　主なシダ植物の胞子の熟す時期

　　３～４月　スギナ、ゼンマイ

　　５～８月　イノデ、ベニシダ、ヤブソテツ

　　８～ 10月　イヌワラビ、イノモトソウ、シケシダ

　　　　　　　ヒメワラビ、ホシダ、ヤブソテツ

　ホウライシダ（園芸店で購入できる）は１年中胞子のう

を付けている。

ノキシノブ

ワークシートホウライシダ ヤブソテツの葉の裏表
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 事例６　　生命を尊重し、自然環境の保全に寄与する学習

　生命や自然環境を扱う２分野の学習においては、生命を尊重し、自然環境の保全に寄与する態度を育成することが重要で

ある。科学技術の進歩により、遺伝子組換え技術やＤＮＡ増幅技術などが、作物の品種改良、医療、犯罪捜査などに活用さ

れ始めている。このような今日的な課題にも触れながら、本事例では、ＤＮＡ抽出実験を行い、遺伝子の仕組みや働きにつ

いて調べ、生命を尊重する態度がより確かなものになるよう展開する。

１　単元名　生命の連続性　「イ　遺伝の規則性と遺伝子」　【第３学年】

２　単元について

　本単元は、細胞分裂などの観察を行い、生物の成長や生殖を細胞

のレベルでとらえさせるとともに、遺伝現象にも目を向けさせ、親

から子へ形質が伝わることによって生命の連続性が保たれることを

理解させることが主なねらいである。観察や実験では、得られた情

報を処理させ、結果を分析して解釈させたり、レポートの作成や

発表を行わせたりすることにより、思考力、表現力などを育成する。

また、生物の生殖や遺伝の学習を通して、生命の連続性について認

識を深め、生命を尊重する態度を育てることが重要である。

　「各分野の内容の指導⑵生命の尊重と自然環境の保全」では、「自

然や科学技術と人間とのかかわりについて科学的な根拠に基づき考

察することを通して、自然環境の保全の重要性を認識させることは

もとより、それに実際に寄与する態度を育てることが大切である。」

とある。科学技術の進歩により、現在、遺伝子やＤＮＡに関する

研究が進められており、食料、環境、医療、産業など日常生活や社

会にかかわる様々な分野で、その研究成果が利用されるようになっ

てきている。このことについて、本単元では、文献やコンピュータ、

情報通信ネットワークなどを活用して、理解を深めさせ、生命を尊

重する態度を育成する。

３　単元の目標

　身近な生物についての観察、実験を通して、生物の成長と殖え方、遺伝現象について理解させるとともに、生命の連続性

について認識を深める。

４　指導計画（18時間）

第一次 生物の成長と殖え方（９時間）

第二次 遺伝の規則性と遺伝子（９時間）

第１時　形質と遺伝・遺伝子　　　　　　　　　　第６時　遺伝の規則性（その１）

第２時　メンデルの遺伝の実験（その１） 　第７時　遺伝の規則性（その２）

第３時　メンデルの遺伝の実験（その２）　 　第８時　遺伝子の実体・ＤＮＡ（本時１）

第４時　有性生殖と遺伝　　　　　　　　　　　　第９時　遺伝子に関する調べ学習・まとめ（本時２）

第５時　無性生殖と遺伝

５　本時の学習指導

⑴　本時の目標

　　ＤＮＡの抽出実験を通して、遺伝子の本体がＤＮＡであることを理解する。
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　　遺伝子に関する科学技術や環境問題について理解し、生命を尊重する態度を培う。

　＜関心・意欲・態度＞　遺伝子の仕組みについて関心をもち、生命を尊重する態度を身に付けようとする。

　＜科学的な思考・表現＞　遺伝子に関する科学技術や環境問題について調べ学習を行い、レポートにまとめることができる。

　＜観察・実験の技能＞　ＤＮＡの抽出実験を正しく行い、ＤＮＡを抽出し、顕微鏡で観察することができる。

　＜知　識・理　解＞　遺伝子に関する科学技術や環境問題について理解できる。

⑵　本時の展開（２時間扱い）　１時間目
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　２時間目

６　実践の工夫と考察

⑴　生徒の反応から

　ＤＮＡを実際に自分の目で見たことのある生徒はほとんどいなかったので、初めてブロッコリーのＤＮＡを抽出したと

きは、びっくりしていた。ただし、顕微鏡で観察しても白く細長いものがみえる程度なので、電子顕微鏡で撮影したＤＮ

Ａの写真を見せたり、染色液で染めたりするなどして、「これがＤＮＡである」という実感がわくような工夫が必要である。

⑵　題材の発展性について

　本事例では、遺伝子に関する科学技術や環境問題についてレポートにまとめたが、新聞やパソコンを使って発表させる

ことにより理解が深まると考える。

　また、ブロッコリーだけではなく、タマネギやバナナ、鳥のレバー、白子などからもＤＮＡを抽出することができるの

で、時間に余裕があればやっておきたい。

⑶　参考になるホームページについて

　ヒトゲノムマップ（科学技術週間）http://stw.mext.go.jp/


